




































































    （東京／京都／直島等リサーチ）
１１月５日 ：最終プレゼンテーション
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５）今回受け入れた研修員 
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５）交流
　今回の期間中、他大学からの留学生がラップしなかった
が、その機会があればそれなりの場設定によって、さらな
る国際交流へとつなげたい。
　全体としては人的リソースの課題が大半を占めるが、そ
の負荷を超えて、大学、学生へもたらすものも多く、国際
的な融合教育の観点からも２，３年に一度の頻度で継続実
施が肝要と判断される。
プロジェクトスタッフ
指導教員
松原　博
矢口　忠憲
内藤　裕孝
チューター
古川　光太（造形建築科学コース４年）
坂本　恵理（デザイン工芸コース３年）
鶴見　秀一（デザイン工芸コース３年）
森下　織香（デザイン工芸コース３年）
ルブサンチメド　セレンゲ（デザイン工芸コース３年）
